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町内各小学校では４月６日、入学式が行われました。
新１年生は、新しいランドセルを背負って、初めてのうれしい登校。
式に先立ち、交通ルールを学びました。（４月６日撮影　明倫小学校）

お姉ちゃんと渡るよ！
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No

税制度の見直し

ふるさと納税の促進

金太郎計画2020の
着実な推進

健全な財政運営の
確立

働き方改革

　マニフェストの取り組み結果については、翌年度の当初に町長が評価を行います。平成29年度
組織改正に伴い、新たに経済建設部長代理がマニフェストを作成しました。

１

２

３

４

５

◎部の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】町長戦略課、総務課、税務課
【職員数】正職員　35人　臨時職員　４人

◎基本方針
　小山町を元気にする「金太郎大作戦」第二章と第４次小山町総合計画後期
基本計画の各施策を速やかに推進するために、多肢にわたる事業の進行など
について調整を図り、より効果的な資源の活用を努めると共に、財政状況、
職場環境などの向上に努めます。

■平成㉙年度　企画総務部長マニフェスト

― 平成28年度評価結果と平成29年度の取り組み ―

企画総務部長

湯山　博一

◎重点施策
目　　標具体的取り組み施　策

・平成30年度に都市計画税導入が可能
となるよう、町民、議会などの同意
を得ます

・ふるさと納税（個人版）
　平成29年度目標　15億円
　（平成28年度実績　18億円）
・ふるさと納税（企業版）
　平成29年度目標５社　２億円
　（平成28年度実績２社、 5.1千万円）

・金太郎計画に基づく事業の実施数
平成29年度目標　各地区３事業以上
（平成28年度実績　各地区２～８事業）
・まちづくり活動発表会の参加者数
　平成29年度目標　200人
　（平成28年度実績　150人）

・財政調整基金年度末現在高
　６億円以上
・総合計画推進基金年度末現在高
　４億円以上

・ノー残業デーの実施
　各所属１か月あたり３日以上
・年次有給休暇取得日
　平均９日以上

・各地区をはじめとする説明会を丁寧
に行い、住民の理解を得て都市計画
税の導入を目指します

・ふるさと納税を取り巻く状況は変化
していますが、その中でＰＲや返礼
品を工夫し、ふるさと寄附を確保し
ます
・ふるさと納税（企業版）の取り組み
を進めます

・町内５地区で策定した「金太郎計画
２０２０」に掲げる事業を実施します
・町民との協働を進めるため「まちづ
くり活動発表会」の充実を図ります

・未来拠点事業や文化財修景復元事業
など大規模事業が多い中、財政調整
基金の確保など、健全で弾力的な財
政運営を確保します

・慢性的な時間外勤務や休日出勤など
について現状を調査し、健全なワー
クライフバランスの実現を図ります

ひろかず
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・ふるさと納税は返礼品を工夫したことにより多額の寄附をいただきました。今後
は企業版ふるさと納税にも力を入れてください。
・特定事業主行動計画※の推進など、職場環境の改善は努力が足りません。今後も
改善努力を進めてください。

※仕事と子育ての両立を図ることができるよう職場を挙げて支援する環境を整備するための計画

部長マニフェスト
■平成㉘年度　企画総務部長マニフェスト

企画総務部長　湯山　博一
◎重点施策
No

三来拠点事業の着実
な推進

ふるさと納税の促進

金太郎計画２０２０の
着実な推進

小山町特定事業主
行動計画の推進

自己実現型定住促進
事業の推進
（地方創生加速化交
付金事業）

１

２

３

４

５

取り組み結果・目標達成状況／評価年度当初の目標施　策
【小山ＰＡ周辺地区】
　区画整理ではない手法を模索してい
　ます
【湯船原地区】
　アグリエリアは年度内に事業化し、
　林業エリアは平成29年に事業化します
【足柄ＳＡ周辺地区】
　平成29年に繰越明許し、平成29年８
　月に竣工予定です
評価
区分 Ａ（達成）

【個人版】
返礼品を追加し、18億円を超える寄
附がありました
【企業版】
　２社（５千万円と100万円）の申請を
　得た他、複数社から内諾を得ています
評価
区分 Ａ（達成）

【事業の実施数】
　各地区、２～８事業を実施しました
【活動発表会の参加者数】
　150人にとどまりました
　開催日や広報に工夫が必要でした
評価
区分 Ｂ（一部達成）

【フレックスタイムの活用】
　１人にとどまりました
【キャリア形成研修の実施】
　１回開催しました

評価
区分 Ｃ（未達成）

【学生向けイベント参加者数】
　開催回数５回　参加者数110人
【新規創業件数】　３件

評価
区分 Ａ（達成）

【小山ＰＡ周辺地区】
・土地区画整理組合　平成29年３月設立
【湯船原地区】
・アグリインダストリーエリア・林業エ
リア基本計画　平成29年３月策定
・ロジスティックターミナル基本計画
平成29年３月策定
【足柄ＳＡ周辺地区】
・足柄スマートインターチェンジアク
セス道路（町道2414号線）平成29年３
月竣工

ふるさと納税のより一層の促進のため、
ＰＲや返礼品を工夫します
・ふるさと納税（個人版）額  10億円
ふるさと納税（企業版）の取り組みを進
める
・ふるさと納税（企業版）額　１億円

「金太郎計画２０２０」に掲げる事業を
実施します
・事業の実施数　各地区２事業
町民との協働を進めるため「まちづく
り活動発表会」の充実を図る
・活動発表会の参加者数　500人

子育てしやすい勤務環境づくりを進
めるため、平成28年度から導入したフ
レックスタイムの普及を図ります
・フレックスタイムの活用　３人
女性職員の活躍推進のため、キャリア
形成と能力開発を図る
・キャリア形成研修の実施　２回

若者世代の本町への移住を促進するた
め、都内の大学生等を対象にＵＩＪ
ターンイベントを開催します
・学生向けイベント参加者数　50人
地域の産業や観光資源を活用し、しご
との創業を支援します
・新規創業件数　３件

　町では、各部長が部の基本方針や重点的に取り組む施策などを明らかにし、開かれた行政運営を目
指すため、年度当初にマニフェストを作成しています。

込山町長
から
ひと言
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No

国民健康保険の特定
健診の受診率向上

介護予防施策の充実

お達者度向上プロ
ジェクト事業の推進

健康マイレージ事業
の拡大

小山町民の交通死亡
事故ゼロ

１

２

３

４

５

■平成㉙年度　住民福祉部長マニフェスト

住民福祉部長

小野　一彦
◎重点施策

目　　標具体的取り組み施　策

・特定健診の受診率　
　平成29年度目標　60％
　（平成28年度実績／速報値47.2％）

・ふれあい茶論の参加者数　
　平成29年度目標　3,000人　（平成28年度実績　2,625人）・認知症サポーター養成講座受講者
　平成29年度目標　200人　（平成28年度実績　247人）

・高齢者の自主運動教室実施　
　平成29年度目標　17教室　（平成28年度実績　16教室）・出張けんこう講座の参加者
　平成29年度目標　1,400人　（平成28年度実績　1,412人）

・健康マイレージポイント達成者　
　平成29年度目標　400人　（平成28年度実績　377人）・ふじのくに健康いきいきカード協力店
　平成29年度目標　７店　（平成28年度実績　５店）・賞品協賛事業所　
　平成29年度目標　15社　（平成28年度実績　14社）

・小山町内の交通事故発生件数
　平成29年度目標　90件以下　（平成28年度発生件数　102件）・小山町民の交通事故死亡者数
　平成29年度目標　０人　（平成28年度町内事故死者数　３人）

疾病の早期発見と早期治療により重症
化を防ぎ、医療費を適正化するため、
特定健診受診キャンペーン（啓発、通
知、電話）を実施します

・高齢者の生きがいと健康づくりを推
進するため、ふれあい茶論を開催し
ます
・地域において認知症の人が穏やかに
生活するための見守りのために認知
症サポーター養成講座を開催します

高齢者の健康づくりと生活習慣病の予
防のため、高齢者の自主運動教室、出
張けんこう講座を開催します

お達者度を向上させるため、健康マイ
レージ事業を周知し、ふじのくに健康
いきいきカード協力店と商品協賛事業
所を増やします

・高齢運転者向け安全運転講習を実施
します
・ふれあい茶論などの集まりに出向き、
交通安全講話を行います

◎部の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】住民福祉課、健康増進課、くらし安全課
【職員数】正職員　33人　臨時職員　14人
 
◎基本方針
　町民に安全・安心な生活を提供するため、安全・安心の基本となる心身の
健康を維持するための各種施策を実施すると共に、各保険制度の健全運営を
維持します。また、交通事故や犯罪のない町を目指し、警察や関係団体と協
力して交通安全・防犯活動を行います。

かずひこ
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■平成㉘年度　住民福祉部長マニフェスト
住民福祉部長　秋月　千宏

No

国民健康保険特定健
診の受診率向上

介護予防施策の充実

お達者度向上プロ
ジェクト事業の推進

健康マイレージ事業
の推進

健康福祉会館の利用
推進

１

２

３

４

５

◎重点施策
取り組み結果・目標達成状況／評価年度当初の目標施　策
特定健診の受診率　47.2％（受診：
1,618人／対象：3,425人）…各種団体
の会合でのＰＲや未受診者に対する受
診勧奨に努めましたが、目標を達成で
きませんでした
評価
区分 Ｃ（未達成）

・ふれあい茶論参加者数　2,625人
（社協に委託し、年間102回実施、
65歳以上）
・認知症サポーター養成講座受講者
247人（認知症地域支援推進員が直
接各種団体に働き掛け、講座受講者
を募集）

評価
区分 Ｂ（一部達成）

・おたっしゃ測定会参加者　376人
・高齢者の自主運動教室実施  16教室
・出張けんこう講座の開催回数、参加
者　41回、 1,412人

評価
区分 Ａ（達成）

・健康マイレージポイント達成者
　377人
・ハッピーチケット交換賞品　９品
・賞品協賛事業所　14社

評価
区分 Ａ（達成）

・リラクゼーションスタジオの年間利
用者　4,458人（内老人クラブを対
象とした運動教室：21クラブ293人）
・健康福祉会館年間利用者　43,104人

評価
区分 Ｂ（一部達成）

６月の受診キャンペーンの他、未受診
者への個別通知、電話による受診勧奨
などを行います
・特定健診の受診率　60％

高齢者の生きがいと健康づくりを推進
する「ふれあい茶論」を開催する他、
「認知症サポーター養成講座」を開催
します
・ふれあい茶論の参加者数　3,000人
・認知症サポーター養成講座受講者 
200人

高齢者の健康づくりと生活習慣病の予
防啓発を推進します
・おたっしゃ測定会参加者　380人
・高齢者の自主運動教室実施　15教室
・出張けんこう講座の開催回数、参加
者　35回、 1,300人

健康マイレージ事業のさらなる普及啓
発により参加者を増やし、ハッピーチ
ケットの交換賞品増量と抽選会賞品へ
の協賛事業所の増加を図ります
・健康マイレージポイント達成者　270人
・ハッピーチケット交換賞品　８品
・賞品協賛事業所　12社

健康福祉会館の利用促進計画に基づき、
会館の利用促進を図り、運動習慣の向
上を推進します
・リラクゼーションスタジオの利用
2,800人（内老人クラブを対象とした
運動教室：21クラブ 210人）
・健康福祉会館利用者 45,000人

おやま★部長マニフェスト

ちひろ

・医師会と連携して、特定健診を受けやすい環境づくりを進めてください。
・ふれあい茶論の開催回数の多い地区と少ない地区があります。地区ごとに状況
は違いますが、できるだけ開催回数を増やし、参加者が増えるようにしてくだ
さい。

込山町長
から
ひと言
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No

■平成㉙年度　教育次長マニフェスト

教育次長

長田　忠典
◎重点施策

目　　標具体的取り組み施　策

◎部の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】こども育成課（小学校、中学校、こども園、幼稚園を含む）、

生涯学習課
【職員数】正職員　76人　臨時職員　147人　県費負担職員（本務者）

122人

◎基本方針
　“気高い富士　金太郎のように思いやる心を持つたくましい人づくり”
　豊かな人間性を持ち「困難・問題をきちんと受け止め、泰然と対処できる
人」づくりを目指します。

ただのり

子育て支援の充実

教員が子どもと向き
合える時間の確保

キャリア教育とボラ
ンティアの充実

文化財などのPRによ
る地域への愛着向上

スポーツ・リクリ
エーションの推進

１

２

３

４

５

・（仮称）中央子育て支援センターの運
営方法などの検討と決定
・北郷小学校放課後児童クラブの施設
整備
・明倫小学校放課後子ども教室の開設
準備

・左記の取り組みによって、教員が子
どもと向き合える時間などが増えた
のか検証（教員アンケートを実施）

・小山高校１年生全員の受け入れ
・中学生ボランティア登録率と活動事
業数の増加
　登録率　平成29年度目標　60%
　　　　　（平成28年度実績　54.4％）
　活動事業数　平成29年度目標　30件
　　　　　（平成28年度実績　29件）

・親しみやすい文化財解説冊子の作成
と配布

　

・管理棟の整備と利用者数の増加　
　平成29年度目標　8,500人
　（平成28年度実績　8,065人）

・平成29年度中の（仮称）中央子育て支
援センター開設に向け、運営方法な
どを決めていきます
・放課後児童クラブと子ども教室の充
実に努めます

授業と校務事務などを支援する講師を
小・中学校に配置すると共に、校務支
援システムを導入し、事務負担の軽減
を図ります

・小山高校生の役場でのインターン
シップ受け入れを実施し、行政に興
味を持ってもらいます
・中学生ボランティア登録数の向上に
努め、地域での活動の場を増やしま
す

町民に身近な文化財などを知っても
らうために、文化財解説冊子作成委
員会を設置し、文化財解説冊子を作
成します

パークゴルフ場施設を利用しやすく整
備すると共に、町内外に周知を行い、
利用者数の増加を図ります
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■平成㉘年度　教育部長マニフェスト
教育部長　田代　順泰

◎重点施策

おやま★部長マニフェスト

ゆきやす

No

幼児教育の充実

キャリア教育とボラ
ンティアの充実

中学生の英語力向上

次期男女共同参画社
会づくり行動計画の
策定

読書環境の整備

１

２

３

４

５

取り組み結果・目標達成状況／評価年度当初の目標施　策

　（仮称）中央子育て支援センターは、
平成29年度に建築することにしました。
施設分離型こども園設置計画の策定に
は至りませんでしたが、引き続き、園
児送迎、給食実施などの方法を協議し、
計画を進めていきます
評価
区分 Ｂ（一部達成）

・小山高校１年生164人の職場体験を
役場で実施し、本町の行政を知る良
い機会を提供できました
・ボランティア登録率は、54.4％にとど
まりましたが、29事業延べ482人が
町の行事などへ参加がありました

評価
区分 Ｂ（一部達成）
　
受験率向上に取り組んできましたが、
受験率は54.6％でした。平成29年度は、
補助対象の機会を増加し、多くの受験
を推進していきます

評価
区分 Ｃ（未達成）

町民代表や各種団体の代表で組織した
策定委員の協議により、計画が策定で
きました。目標値達成に向け評価検証
を行い、計画を実施していきます

評価
区分 Ａ（達成）
　
調査・検討し、構想の方向性までは見
い出せました。今後、情報セキュリ
ティー対策に合った連携システムを検
討し、早期導入を目指します

評価
区分 Ｂ（一部達成）

子育て支援を町内統一的に実施するた
め、中核となる施設の設置構想案の検
討を行います
・（仮称）中央子育て支援センター構想
案の検討
施設分離型のこども園の設置について
検討します
・施設分離型こども園設置計画の策定

小山高校生の役場でのインターンシッ
プの受け入れの拡充に努めます
・小山高校１年生の受け入れ　131人
ボランティア登録数の向上に努めます
・中学生ボランティア登録率　60％

平成27年度に創設した英検受験料補助
制度の活用を促し、中学生の英検受験
率の向上に努めます
・中学生の英検受験率　80％

平成29年度が始期となる第４次男女共
同参画社会づくり行動計画を策定しま
す

町立図書館と学校図書館の連携システ
ム構想（ハードとソフト）を策定し、
その実現についての検討を行います

・ボランティア活動は、地域の方々と触れ合うことができる良い機会となるので、
より多くの中学生に登録・活動してもらえるよう努めてください。
・英検受講料補助制度は、国際的な人に育ってもらうための一つの施策として行っ
ているので、積極的に活用してもらえるよう進めてください。

込山町長
から
ひと言
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No

防災意識の向上

富士山噴火避難計画
などの見直し

防災体制の充実

自主防災組織の充実

消防団の体制強化

１

２

３

４

５

■平成㉙年度　危機管理監マニフェスト

危機管理監

岩田　芳和
◎重点施策

目　　標具体的取り組み施　策

・防災講演会参加者
　平成29年度目標 300人
　（平成28年度実績 285人）
・小学校、中学校、高校での防災講
話
　平成29年度目標 ５校
　（平成28年度実績 ５校）

・富士山噴火避難計画、地域防災計画、
業務継続計画と水防計画の改訂

・防災協定締結（累計件数）
　平成29年度目標 45件
　（平成28年度実績 41件）

・災害時を想定した訓練
　平成29年度目標 20組織
　（平成28年度実績 16組織）
・地域防災訓練参加者
　平成29年度目標 7,300人
　（平成28年度実績 7,232人）

・消防団員の確保（消防団員数の充足
率）
　平成29年度目標 95％
　（平成28年度実績 91％）

町民一人ひとりが「防災」の意識を持
ち、意識の高揚を図るため、防災士連
絡会や学校との協働による講演会など
を開催します

「防災日本一のまちづくり」を進める
観点から、実効性のある計画に見直し
改善していきます

物資、避難場所、要援護者支援など、
防災対策の推進を図るため、事業所な
どとの防災協定締結を実施します

自主防災組織（40組織）は「自助・共
助」を担う重要な組織であるため、自
主防災組織と連携して災害時を想定し
た訓練などを実施します

消防署と連携し事業を推進していくと
共に、消防団員の確保に努め、活動時
における安全を確保する装備品や資機
材の整備を進めます

◎組織の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】防災課　
【職員数】正職員　３人　臨時職員　１人
 
◎基本方針
　予期せぬ災害に備え「自助・共助・公助」の視点から災害に強いまちづく
りを積極的に推進し、町民の皆さんが安心できる防災の仕組みづくりを目指
します。

よしかず
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■平成㉘年度　危機管理監マニフェスト
危機管理監　岩田　芳和

◎重点施策

おやま★部長マニフェスト

No

防災啓発の推進

地域防災計画等の修
正

防災体制の強化

危機管理体制の充実

自主防災組織と連携
した防災訓練の実施

取り組み結果・目標達成状況／評価年度当初の目標施　策

小学校、中学校に対する防災講話を４
校（小学校３校、中学校１校）で実施
しましたが、防災講演会参加者は285
人となり、目標に届きませんでした

評価
区分 Ｂ（一部達成）

地域防災計画、水防計画、国民保護計
画は見直しを行いましたが、業務継続
計画は情報システムに係る事項が未定
のため、見直しには至りませんでした

評価
区分 Ｂ（一部達成）

・地区防災計画は、８地区で策定しま
したが、目標に届きませんでした
・防災協定締結の累計件数は、41件と
なり目標を上回りました

評価
区分 Ｂ（一部達成）

配備基準を精査した上で、警戒レベル
に応じた組織編成の見直しを実施しま
した

評価
区分 Ａ（達成）

地域防災訓練は、町内40ある自主防災
組織を対象に実施しました。参加者は
7,232人となり、目標を上回りました

評価
区分 Ａ（達成）

町民の防災意識の高揚を図るため、自
主防災組織や学校と連携し、防災講演
会等を実施します
・防災講演会参加者　350人
・小・中学校に対する防災講話　３校

地域防災計画などについて、常に最新
の防災状況を反映し、その充実を図る
ため、見直しを行います
・地域防災計画、水防計画、国民保護
計画と業務継続計画の見直し

自主防災組織（40組織）に対し、地区
防災計画の策定を促すため、説明と作
成に関する啓発を行います
・自主防災組織による地区防災計画の
策定　10地区
避難所、物資の提供等の確保のため、
引き続き防災協定締結を推進します
・防災協定締結（累計件数）39件

万が一の災害などの発生に迅速で的確
に対応できるよう、災害対策本部組織
編成を見直し、災害発生の危機レベル
に応じた体制の整備を図ります
・災害対策本部組織編成の見直し

自然災害による被害を最小限とするた
め、自主防災組織と連携して防災訓練
を実施します
・地域防災訓練（富士山噴火避難訓練
含む）参加者 7,100人

１

２

３

４

５

・小学校、中学校への防災講話やＨＵＧ※などは、防災意識の高揚に繋がります。
今後も積極的に取り組んでください。
・地域の防災体制の充実を図るためには、自主防災組織の防災力を強化する必要が
あるので、今後も地区防災計画策定の促進を図ってください。

※静岡県が開発した避難所運営ゲーム

込山町長
から
ひと言
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No

小山町観光振興計画
アクションプランの
推進

木造住宅耐震化の
推進

道路インフラ整備の
推進

農地集約化の推進

交通拠点施設の整備

１

２

３

４

５

■平成㉙年度　経済建設部長マニフェスト

経済建設部長

池谷　精市
◎重点施策

目　　標具体的取り組み施　策

・アクションプランに掲げる25項目の
年度目標値の達成
・日本版ＤＭＯ※の設立に向けた準備
室の開設
・観光資源を活用した観光イベントの
開催（２本以上）

補助制度による申込み件数
・耐震診断　　　　120件
・耐震補強計画　 　66件
・耐震補強工事　　 60件

・都市計画道路大胡田用沢線
　町道一色中日向線から国道246号区
間の用地買収と物件補償契約の完
了（15件）
・町道3628号線（アクセス道）用地買
収契約の完了（15,007ｍ2）

担い手が活躍する農業構造の推進
・「人・農地プラン」新規作成　１地区
・農地中間管理機構活用面積　２ha

・足柄駅交流センター（仮称）基本計
画の策定
・住民説明会の開催

富士山や町内の観光資源を活用した観
光交流客数増加の取り組みと共に、観
光インフラの整備として、情報・交通
基盤の整備、広域連携、観光客の受け
入れ態勢の充実を関係機関と連携して
進めます

予想される大規模地震に備えるため、
旧耐震基準により建築された木造住宅
の耐震診断、耐震補強計画、耐震工事
を推進します

新東名高速道路建設と足柄スマートイ
ンターチェンジ設置に伴う幹線道路整
備と都市計画道路大胡田用沢線の事業
進捗を図ります

持続可能な力強い農業を実現するため、
未来の設計図となる「人・農地プラン」
の作成と農地中間管理機構を活用した
農地の集積・集約化を推進します

昨年度、事業進捗が図れなかった足柄
地区拠点整備事業について、住民の意
見を反映した足柄駅舎と支所などの複
合施設の整備計画を推進します

◎部の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】建設課、農林課、商工観光課、都市整備課、未来拠点課、　　
　　　　　おやまで暮らそう課、上下水道課　
【職員数】正職員　61人　臨時職員　７人
 
◎基本方針
　機構改革により、地方創生実現の原動力として新たな経済建設部になりま
した。「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる「産業拠点の整
備を中心とした多彩な雇用機会の創出」「居住環境の整備による定住・移住
の促進」を官民一体の取り組みにより推進します。

せいいち

※「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを担う法人
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市街化区域内の居住環境整備として、
宅地化されていない区域について宅地
開発の可能性を検討します
・市街化区域内の宅地開発可能性調査
の実施と地権者の意向調査の実施

小山町観光推進会議で事業進捗の検証
を行い、富士山観光を推進します
・富士山須走口五合目整備基本計画の
策定と情報提供施設整備の推進
須走口登山道の魅力を高めるイベント
を実施します
・山小屋で行う星空観賞と日の出観賞
をセットにしたイベントの開催

　
農業の多面的機能の維持・発揮の地域
活動に対して支援する「日本型直接支
払制度」への取り組みを推進し、地域
農業の維持、活性化に努めます
・日本型直接支払制度に取り組む地
域　13地域

森林の環境保全へ配慮した持続可能な
森林経営に取り組むとともに、東京五
輪を契機とした認証材の需要に対応し
ます
・民有林、町有林における森林認証
（SGEC）の取得

老朽化が進んでいるＪＲ足柄駅舎と支
所などの複合施設の整備計画を推進し
ます
・足柄駅交流センター（仮称）基本計
画の策定

■平成㉘年度　経済建設部長マニフェスト
経済建設部長　池谷　精市

◎重点施策

おやま★部長マニフェスト

No

市街化区域内の宅地
供給の推進

富士山観光の振興

活力ある農業の振興

森林認証制度の導入

交通拠点施設の整備

取り組み結果・目標達成状況／評価年度当初の目標施　策

道路整備計画のある２地区を優先候補
地として選定し、土地利用状況の把握、
事業手法と施工区域の調査、検討を行
いましたが、地権者意向調査の実施ま
でには至りませんでした

評価
区分 Ｃ（未達成）

情報提供施設は、施設の在り方につい
て環境省の理解が得られました。今後
は、県と文化庁との協議を進め基本計
画の策定に着手します。富士山観光の
イベントとして、６合目山小屋での星
空観賞会を計画し多くの応募がありま
したが、雨天のため中止しました

評価
区分 Ｂ（一部達成）

農業施設の維持保全を目的とする多面
的機能支払に２地域が新規に取り組み、
日本型直接支払制度に取組む地域が13
地域となりました

評価
区分 Ａ（達成）

町、県などの８団体で「富士箱根森林
認証協議会」を設立し、森林認証手続
きを行いました。現在審査中ですが、
６月に森林認証を取得する予定です

評価
区分 Ｂ（一部達成）

足柄地区に検討委員会が組織され、住
民アンケートを実施したが、基本計画
の策定には至りませんでした

評価
区分 Ｃ（未達成）

１

２

３

４

５

・宅地開発の優先候補地について、地権者の意向調査の実施に至らなかったのは残
念です。さらに指導力を発揮して、事業の推進を図ってください。
・今後も交流人口の拡大のため、魅力的な観光イベントの開催を期待します。

込山町長
から
ひと言
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No

三来拠点事業（小山
ＰＡ周辺地区）の
着実な推進

三来拠点事業（湯船
原地区）の着実な
推進

三来拠点事業（足柄
SA周辺地区）の着実
な推進

自己実現型定住促進
事業の推進
（地方創生推進交付
金事業）

婚 活 支 援 事 業 の
活 性 化

１

２

３

４

５

◎重点施策
目　　標具体的取り組み施　策

進出企業（造成事業協力者）との基本
協定締結

・林業エリア　木質バイオマス発電所
整備完了
・アグリインダストリーエリア　実施
設計・換地計画　
・上野地区工業団地（ロジスティック
ターミナル）進出企業（造成事業協
力者）との基本協定締結
　　　　
「足柄ＳＡ周辺地区」（桑木地区）用地
買収受託事務　

・ママ向けイベント参加者数　50人
・若者向けイベント参加者数　50人
・新規創業件数　３件

・婚活イベント企画・運営　５回
・カップル成立数　20組

新東名高速道路の「小山ＰＡ周辺地区」
に地域防災力を高める観光関連施設と
モータースポーツ関連産業の集積を進
めるため、町が事業主体となって開発
を推進します

三来拠点事業の先進地区である「湯船
原地区」に「地域資源循環型林業」を
中心に、複合的な開発を推進します

現東名高速道路の「足柄SA周辺地区」
に観光複合施設を誘致し、交流人口の
拡大を推進します

子育て世代、若者世代の定住・移住を
促進するため、小山町と近隣市町のマ
マ達や、都内の大学生・若手社会人な
どをターゲットとしたイベントなどの
企画・運営を推進します

独身の男女に出逢いの場として、イベ
ントの企画・仲介支援を行い、将来的
な結婚、町内への定住、出産とつなが
る婚活支援事業の活性化を図ります

■平成㉙年度　経済建設部長代理マニフェスト

経済建設部長代理

遠藤　正樹

◎部の紹介（平成29年４月１日現在）
 
【所属課】建設課、農林課、商工観光課、都市整備課、未来拠点課、
　　　　　おやまで暮らそう課、上下水道課　
【職員数】正職員　61人　臨時職員　７人

◎基本方針
　「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる「産業拠点の整備を
中心とした多彩な雇用機会の創出」「居住環境の整備による定住・移住の促
進」を官民一体となった取り組みにより推進するため、三来拠点事業や子育
て若者世代を中心とした移住・定住事業を着実に進めます。

まさき

おやま★部長マニフェスト
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せ
る
一
方
で
、
不
安
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
き
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
仲
間
と
共
に
助
け
合
い
、

そ
の
壁
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
き
、
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
く
出
会

う
仲
間
と
共
に
、
勉
強
や
部
活
動
に
励
み
、

充
実
し
た
３
年
間
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
３
年
後
の
卒
業
式
で
胸
を
張
っ
て

卒
業
で
き
る
よ
う
、
高
校
生
活
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
小
山
高
生
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
と
自
信
を
持
ち
、
３
年
間
の
学
校
生
活
の

中
で
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を

こ
こ
に
宣
誓
し
、
誓
い
の
詞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
入
生
宣
誓
抜
粋
）

「
新
入
生
の
誓
い
」

　

小
山
高
校
は
４
月
７
日
、
入
学
式
を
行
い
、

33
期
生
と
な
る
1
6
4
人
の
新
し
い
仲
間
を

迎
え
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
し
た
。
「
い
か
な
る
時

代
も
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
」
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
３
年
間
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

№11
「たくましくあれ」

小山高生

き
ら
め
け

１_新入生代表の杉山壱晟さんに
よる「誓いの詞」　２_初めての
ホームルーム。初めてのことだら
けで興味津々　３_吹奏楽部員に
よる校歌の披露。校歌は早く覚え
てね　４_新入生と２、３年生の
対面式部活動紹介。迫力の舞いで
ダンス部が魅せます　５_１年部
の先生方。「新入生の皆さん、
１年間しっかりやりましょう！」

☆☆COLUMNコラム☆☆　「誓いの詞」 Issei Sugiyama

いっせい
平成29年度　新入生代表

杉山　壱晟さん

3

1

45

問合せ　静岡県立小山高等学校　☎７６－1188

2
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役

文

体

健

役場本庁

総合文化会館

総合体育館

健康福祉会館

くらし安全課（76－6130）

可燃ごみ

不燃ごみ

カン・金属類・小型家電

有害ごみ（乾電池・充電池）
危険ごみ（スプレー缶・ライター）

ビン・古紙類・段ボール

ペットボトル

ごみの収集

行事名

場　所

木 金 土
行政相談 13：00～
くらし安全課（76－6130）

介護相談 13：30～
社会福祉協議会（76－9906）

心配ごと相談 13：30～
社会福祉協議会（76－9906）

のびのび子育て相談 9：30～
健康増進課（76－６６６８）

ココロの健康相談（予約制）
健康増進課（76－６６６８）

ぺんぎんランド
　　は生涯学習課　9：30～
（76－5722)
その他は各保育園・こども園
10：00～

図書館おはなしの会 10：30～
図書館（76－4270）

わくわくランド 10：00～
駿河小山・足柄・須走幼稚園

休日水道当番店
上下水道課（76－6125）

休日歯科当番医
健康増進課（76－６６６8）
9：00～15：00

と　き　５月20日（土）　10：30～
ところ　総合文化会館　児童遊戯室
内　容　おはなしの会（人形劇ブレーメンの音楽隊、素語り、大型

絵本）、ワークショップ“人形劇を体験しよう”リサイク
ル市

問合せ　図書館　☎76－4270

こども読書の日
遊びにきて
くれだぜぃ♪

　　㈱田代建設
　　（76－0503）

こども読書の日
足柄千年古道ハイキング

　　㈲理水工業
　　（76－4861）

みどりの日
　　そのだ歯科
　　（81－4182）
　　臼幸産業㈱
　　（76－1200）

こどもの日
　　八幡通り歯科医院
　　（82－5595）
　　㈲会澤工業
　　（76－0050）

施設の休館日
　生涯学習センター
　1日（月）、8日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）
　あしがら温泉
　2日（火）、9日（火）、16日（火）、23日（火）、30日（火）
　リラクゼーションスタジオ〈健康福祉会館〉
　1日（月）、8日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）

オレンジカフェきずな
夢咲処

ねんきん相談（要予約）
夢咲処

１歳６か月児健診
夢咲処
元気だらぁ体操会
（76－6668）

マタニティースクール
ツアー・オブ・ジャパン富士
山ステージ

食育映画上映会
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町民カレンダー　5月
日 月 火 水

　散歩の途中でちょっとお話ししたい人、誰かと趣味を一緒に
やってみたい人など、誰でも自由に気軽に過ごせる「場」です。
★５月の開催日　11日、18日、25日
　　　　　　　　いずれも木曜日 10：00～12：00
　ところ　健康福祉会館　 参加料　無料　　
　問合せ　住民福祉課　☎76－6669

夢咲処　～ゆめさきどころ～５月の納期限（5月31日）

　軽自動車税、介護保険料
　町営住宅家賃、
　幼稚園授業料、保育料
　水道料金、下水道使用料

　　齋藤歯科医院
　　（83－2349）
　　青木商会
　　（76－0155）

　　ふじおか歯科医院
　　（87－3323）
　　㈱和太組
　　（78－0548）

　　須走歯科医院
　　（75－2028）
　　㈲勝俣水道工事店
　　（76－1579）

　　小宮山歯科医院
　　（82－2336）
　　東静建設㈱
　　（76－0152） 

　　いきど保育園
BCG接種

　　すがぬま保育園
無料法律相談　　きたごうこども園

ジフテリア破傷風混合予
防接種

　　いきど保育園

　　すばしり保育園

　　すばしり保育園

　　きたごうこども園
３歳児健診　　すがぬま保育園

おたっしゃ測定会

憲法記念日   
富士山金太郎春まつり
　　あざみはら歯科医院
　　（89－8027）
　　㈲勝俣水道工事店
　　（76－1579） 

５月は17：00点灯 

夕暮れ時は
早めのライトオン

小山町交通安全
対策協議会



162017.5. 広報おやま

（小山３）（小山４）

（柳　島）（湯　船）

（音　渕） （生　土）

（南藤曲） （落　合）（茅　沼）

（小山２） （小山１）

河西　幸夫臼井　芳廣 さん

室伏　秀夫さん

さん

池谷　俊美池谷　　修さん

山﨑　寛治さん 尾崎　安男さん

さん さん

野木　寿雄さん 中西　哲雄さん

（藤　曲）
杉﨑　充一さん

尾崎　達生さん

　 　　ゆきお　 　　よしひろ

　 　　としみ　 　　　おさむ

かんじ 　 　　やすお

　　 　　　ひさお 　　てつお

じゅういち

　 　たつお

（菅　沼）
藤曲　修二さん

　 　しゅうじ

　　 　　ひでお

大胡田伸樹さん
　　　　　　しんじゅ

（中　島）
山﨑　正弘さん

まさひろ

（向　方）
鈴木　英治さん
　 　　えいじ

　

平
成
29
年
度
の
区
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
各
区
の

ま
と
め
役
と
し
て
、
区
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
地
域

の
自
治
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
４
月
19
日
に
初
区

長
会
が
開
催
さ
れ
、
区
長
会
長

に
向
方
区
の
鈴
木
英
治
さ
ん
が
、

副
会
長
に
藤
曲
区
の
杉
﨑
充
一

さ
ん
、
菅
沼
区
の
藤
曲
修
二
さ

ん
、
宿
区
の
岩
田
克
英
さ
ん
、

一
色
区
の
長
田
久
司
さ
ん
、

上
本
町
区
の
早
野
三
郎
さ
ん
の

５
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 地

域
の
顔

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

区長会長



17 2017.5. 広報おやま

（緑ヶ丘）
小澤　保夫

（雲雀ヶ丘）
柳下　智和 さん

（東　原）
齋藤　道弘さん

（下　原）
江本　　豊さん

（下本町）
渡邉　美佳さんさん

（上古城）
山本　正文

（上本町）
早野　三郎 さん

（大胡田）
鈴木　髙義さん

（下古城）
鈴木　　昭さん

（吉久保）
佐藤　省三さん

さん

（上　野）
室伏　和彦

（阿多野）
勝亦　文雄 さん

（中日向）
髙田　　博さん

（大御神）
勝又　宏司さん

（棚　頭）
里川　佳幸さん

さん

　 　　かずお

（桑　木）
小見山一生

（用　沢）
遠藤　　豪 さん

（新　柴）
鈴木　盛時さん

（　宿　）
岩田　克英さんさん

　 　　　すぐる 　 　　もりとき 　 　　かつひで

　かずひこ　 　　ふみお 　 　　　ひろし 　　こうじ

　　 　　　よしゆき

　　 　　　まさふみ　　さぶろう

（一　色）
長田　久司さん
　 　　　ひさし 　 　　　たかよし 　 　　　あきら

　 　しょうぞう

　　 　　やすお　 　　ともかず 　　 　　　みちひろ 　　　ゆたか 　　みよし

問合せ　町長戦略課　☎７６－６１３５

（原　向）（所　領） （大　脇） （谷　戸）
湯山　　守岩田　福博 さん 明新　哲夫さん 山﨑　正人さん さんさん
　 まもる　 　　ふくひろ 　めいしん　　てつお 　まさと

（坂　下）
岩田　俊彦
　 　　としひこ
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▲かま入れをする込山町長

▲「薄暗くなってきたら、光らせて走ってね」

　新たな工業団地造成の施工業者である大和ハウス
工業㈱は４月５日、湯船原地区新産業集積エリア造
成工事の安全祈願祭を行いました。
　このエリアは、内陸フロンティア推進区域に指定
されている湯船原地区内の約37haで、町が主体と
なり工業団地の造成を進めています。込山町長は、
湯船原地区で進めている事業の進捗について説明し
「小山町の産業強化の拠点として町の経済をけん引
してくれるものと確信しています」と挨拶しました。

おやまの産業の拠点として
「新産業集積エリア工業団地」安全祈願祭

　町と警察署と交通安全協会は、春の全国交通安全
期間中の４月12日、小山高校新入生の自転車通学者
を対象に、自転車の安全利用について広報を行いま
した。小山高校は自転車通学をする生徒が多く、特
に下校時は薄暗くなることもあるため、反射材など
を活用し、ドライバーに存在を知らせて交通事故を
防ぐことが重要です。生徒一人ひとりに「自転車安
全利用五則」のチラシを渡し、自転車に自発光式反
射材を取り付けました。

光って走ろう
自転車安全利用を広報

▲挨拶をする髙橋副町長

　町は４月３日、副町長の就任式を行い、込山町長
から髙橋利幸副町長に辞令が交付されました。
　髙橋副町長は、平成元年に静岡県に奉職し、企
画部や健康福祉部に所属され、平成26年度から平成
28年度末まで地域医療課長代理を務めていました。
　就任にあたり「職員との対話を通して創意工夫を
図っていきたい。皆さんがやりがいを持てるように、
職場環境の整備に努め、小山町の元気のさらなる
アップを目指します」と、挨拶をしました。

おやまの元気をアップさせたい
髙橋利幸副町長が就任

としゆき
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▲体験して感じたことをそれぞれ発表しました

▲退団した小野正敏前消防団長

▲見て見て！　きれいに描けたよ！

ぼくの、私の、こいのぼり

　初夏の風物詩であるこいのぼりが４月10日、役場
前を流れる鮎沢川に掲げられました。
　今回は、足柄幼稚園と菜の花こども園の園児が自
分たちで似顔絵を描いたり、カラフルに色塗りをし
たりしたこいのぼりを商工会や観光協会の役員らと
いっしょに、ロープに結びつける作業をしました。
　この日はあいにくの曇り空でしたが、大小さまざ
まなこいのぼりは、風を受けて鮎沢川の上を力強く
泳ぎ出しました。

たくさんのことを学んだよ

　小山町国際友好協会は４月７日、総合文化会館で
国際姉妹都市ミッション市ホームステイ研修の体験
報告会を行いました。今回は３月22日から30日まで
９日間、町内の高校生１人、中学生５人が参加しま
した。参加した生徒からは「たくさんの人に支えら
れ、素晴らしい体験ができ感謝している」「英語を
勉強して、将来に生かしたい」「ミッション市にあ
るハウスポストと誓いの鐘を見て、小山町との絆を
感じた」など、経験したことを堂々と発表しました。

おやまの安全・安心のために
小山町消防団辞令交付式

　小山町消防団は４月３日、総合文化会館で退団式
と辞令交付式を行いました。式に先立ち、日本消防
協会表彰の伝達があり、加藤健副団長に功績章、
荒生竜治本部長に勤続章が授与されました。退団者
へ花束贈呈が行われた後、山橋新団長から２人の新
入団員へ辞令交付が行われました。第17代小山町消
防団長に就任した山橋弘幸さんからは「消防団員の
使命は町民の期待に応えること、何事にも徹底的に
取り組んでほしい」と挨拶がありました。

鮎沢川にこいのぼり掲揚

ミッション市ホームステイ研修体験報告会

たけし

あろう　りゅうじ
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小
山
町
生
涯
学
習
施
設
　
指
定
管
理
者
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運
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「
お
や
ま
で
生
涯
学
び
た
い

　
　
　
　
ひ
と
へ
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

ひ
ろ
ば

夢■父の日のプレゼント作り
お父さん、おじいちゃんに作って贈ろう

と　き　６月３日（土）　９：30～12：00
ところ　総合文化会館　美術工芸室
講　師　ＮＰＯ法人土に還る木森づくりの会
内　容　フォトスタンド・マガジンラック作り
対　象　小・中学生（保護者同伴可）
定　員　20人
参加料　300円
申込み　５月26日（金）まで
問合せ　生涯学習課　☎76－5722

■スタインウェイを弾いてみよう
金太郎ホールでリサイタル体験をしてみませ
んか

と　き　６月３日（土）、４日（日）　
　　　　10：00～19：00　予約制　　
ところ　総合文化会館　金太郎ホール
参加料　500円／１枠20分（１人３枠まで）
問合せ　総合文化会館　☎76－5700

■第25回小山町レクスポ祭
みんなでチームプレーを楽しみ、汗を流しま
しょう！

と　き　６月３日（土）
　　　　９：00～12：00
ところ　総合体育館
対　象　出場選手の半数以上が町内在住・在

勤の団体
種　目　ファミリーバドミントン（一般の部、

ファミリーの部）、輪投げ（団体戦）、
ペタボード（団体戦）、ソフトミニ
バレー（一般の部、女子の部）

参加料　無　料
その他　ファミリーバドミントンのファミリー

の部は、小学生以下または70歳以
上の選手が１人以上、中学生以上
69歳までの選手が１人以上、常に
プレーヤーとしてコート内にいるこ
と

申込み　５月19日（金）まで
問合せ　生涯学習課　☎76－5722

　１２月２日（土）に開催される市町対抗駅伝の出場選手を募集します。自薦他薦は
問いません。おやまの代表になって、タスキと熱い思いをつなぎませんか。

応募資格　H29.9.1現在で町内に在住・在勤の人
　　　　　※小・中・高校生は保護者が町内に居住していること
応募期間　５月31日（水）まで
応募方法　NPO法人小山町体育協会へ電話連絡、または直接窓口へ申し込み　　　　　　
　　　　　※目安となる記録があれば持参ください　　
選考方法　７月中旬から合同練習会を実施。記録会の結果などを参考に実行委員会で決定
問 合 せ　NPO法人小山町体育協会事務局　☎76－7511  （月曜定休）８：30～16：30

参加者募集

第18回静岡県市町対抗駅伝「小山町代表選手」募集

第１区（3.673㎞）　中学生・高校生(女子)
第２区（1.903㎞）　小学生（男子）
第３区（1.715㎞）　小学生（女子）
第４区（3.549㎞）　中学生・高校生（女子）
第５区（6.478㎞）　高校生（男子）
第６区（4.288㎞）　40歳以上（男女不問）
第７区（3.564㎞）　中学生（男子）
第８区（3.02㎞）　　中学生（女子）
第９区（1.67㎞）　　小学生（男女不問）
第10区（3.0㎞）　　　一般（女子）
第11区（4.31㎞）　　中学生・高校生（男子）
第12区（5.025㎞）　一般（男子）

募集区分および対象区間　12区間 (42.195㎞)

▲第17回大会「町の部」優勝！
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コ ラ ム

　９日間のホームステイ研修中、３日目に、ミッ
ション国際文化協会の会長先導で、ミッション市
駅から電車に乗ってバンクーバーへ一日観光に出
掛けました。ステイ先の家族も一緒に参加して、
生徒だけでも12人に！　小山町の生徒は久しぶり
に話せる日本語がうれしく、これまで少々ぎこち
なかった雰囲気も一気に打ち解けたようでした。
このノリでチームパフォーマンスの「よさこい」
も無事に演じ切りました。翌日にはクラスメート
にこの踊りを教え、一緒に踊りました。
　出発前にホームステイ先に自分を紹介するため
にアルバムを作ったり、日本食を作るために材料
を考え、練習したり、色々な準備をしていっても
思うようにいかなかったり。でも生徒たちは切り
抜けたのです。自分自身の力で！

こども育成課　☎７６－6122

子どもたちの歓声が響く町・小山

　新年度が始まり、１か月が過ぎました。新
入生の皆さんは、自分たちの学校の「校歌」
を覚え、声高らかに歌えるようになってきた
ころと思います。
　校歌には、その学校が目指す姿や風土、学
校に寄せる人々の思いなど、それぞれの学校
ならではの意味が込められています。
　そのため、校歌を覚え、声高らかに歌える
ようになることは、伝承される文化や思い、
自校の良さについて、校歌を通して学んでい
ることだと思います。また、仲間と校歌を歌
う時は、学び舎で共に過ごした仲間とのきず
なを感じる時でもあるのかもしれません。時
を経た時、仲間と歌う校歌には、格別な思い
が湧き上がってくるのだと思います。
　小山町で学ぶ子どもたちが、校歌を声高ら
かに歌い、学校のよさを感じると共に、いつ
の日か校歌を通して、仲間とのきずなが感じ
られるような楽しい学校生活を送ってほし
いと思う今日このごろです。

町長戦略課　☎７６－６１３５
★小山町国際友好協会　http://www.fujisan-oifa.com/

国際交流通信

新年度　１か月経って思うこと

Hello from Vancouver

▲おやまとミッションの学生、しっかり交流できました

し
ょ
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募 集 募 集募 集 大砂嵐金崇郎関を応援しよう!!
商工観光課

　小山町観光親善大使の大砂嵐
金崇郎関の応援バスツアー参加者
を募集します。
と　き　５月16日（火）
　　　　大相撲５月場所３日目
ところ　両国国技館
行　程　須走支所（12：00発）⇒
北郷支所（12：10発）⇒足柄支所
（12：20発）⇒本庁（12：30発）⇒
大井松田IC⇒海老名SA⇒両国国
技館（14：30頃着）【観戦】⇒海老
名SA⇒小山町各所（20：00頃）
定　員　28人　先着順
参加料　12,000円　
　　　　※マスＢ席、弁当代含む
申込み・問合せ　
　商工観光課　☎76－61114
　（平日8：30～17：15）

足柄千年古道ハイキング
商工観光課

　新緑の足柄古道を南足柄市のガ
イドと小山町のガイドが案内しま
す。
と　き　５月20日（土）※雨天中止
集　合　役場駐車場　9：00
※中止の場合は５月19日（金）
　16：00以降に電話連絡
コース
　役場→ＪＲ足柄駅→足柄峠～
昼食～足柄城跡散策　足柄峠発→
地蔵堂→役場
持ち物　弁当、飲み物、運動靴、
　　　　雨具、タオルなど
定　員　25人（小学４年以上）
参加料　1,000円
※移動費、ガイド代、保険料含む
申込み　５月15日（月）まで
問合せ　商工観光課　☎76－6114

information oyama

　平成21年以来、２回目の「ＮＨＫのど自慢」が、小山町にやってきます。
「明るく！楽しく！元気よく！」地域の皆さんの元気な歌声を全国に届けましょう！ 
出　演　予選を通過した20組の皆さん
　　　　〈ゲスト〉長山　洋子、森　進一（50音順）　　〈司会〉小田切　千アナウンサー
出場の応募対象　中学生以上で原則アマチュアの方（中学生は予選会・本選とも保護者の同伴が必要）
予選会定員　250組（申し込み多数の場合は選出の上、予選会に出場していただきます）

※グループの場合③～
⑤、⑦は全員分とメ
ンバーの関係（兄弟、
同僚、同級生など）
も記入

※中学生は必ずはがき
に保護者の名前と電
話番号も記入してく
ださい

※職業記入欄に、中学
生、高校生、大学生
の場合は部活動等も
記入してください

※応募は１人（グルー
プ）１通まで

小山町町制105周年記念事業

「ＮＨＫのど自慢」
出場者・観覧者 大募集

長山洋子 森進一

小山町国際友好協会

と　き　５月28日（日）
ところ　東京都内
内　容　インド料理、日本橋周辺
　　　　ショッピングなど
定　員　30人　先着順
参加料　会　員　6,000円
　　　　一　般　7,000円
申込み　５月８日（月）から
問合せ　国際友好協会事務局
　　　　（町長戦略課内）
　　　　☎76－6135

グルメツアー
“インド料理編”

FBについて
問合せ　町長戦略課
☎76－6135

おやまの情報はおいらも
発信してるぜぃ

　Facebook「足柄山の金太郎」
で検索して

ぜひ「いいね！」
してほしいぜぃ

７月２日（日）　午前11時45分
予選会：７月１日（土）
　　　　午前11時45分
総合文化会館　金太郎ホール

～郵便はがき（私製を除く）でお申し込みください～

出場申し込み

あて先　〒420－8721（住所不要）NHK静岡放送局「NHKのど自慢」出場係／観覧係
※抽選結果は６月中旬に発送予定です
●放送日７月２日（日）午後０時15分～１時〈総合・ラジオ第一・国際放送〉
問合せ　NHK静岡放送局  ☎054－274－1000（平日　午前９時30分～午後７時）／総合文化会館  ☎0550－76－5700

観覧申し込み

５/22（月）必着 ５/30（火）必着

※入場無料
※１枚２人入場可
※当選は１人１通まで
※記入に不備があった
場合は無効

※満１歳以上の
お子様から
　整理券が必要

（返信面の切手ご注意）
６月１日から郵便料金
が変わり、返信面料金
は62円になります
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おしらせ
狂犬病の予防接種

くらし安全課

■５月22日（月）
大脇会館　　　　　　9：30～　9：50
菅沼公民館　　　　　10：00～10：25
中島コミセン　　　　10：40～11：00 
湯船コミセン　　　　11：15～11：30
下谷公民館　　　　　11：45～12：00
生土公民館　　　　　13：00～13：15
下古城（勝又幸範宅） 13：35～13：50
桑木公民館　　　　　14：05～14：20
足柄支所　　　　　　14：40～15：00
■５月23日（火）
大胡田公民館　　　　9：30～10：00
吉久保明倫館　　　　10：20～11：05
棚頭コミセン　　　　11：25～11：45
北郷支所　　　　　　13：00～13：45
一色コミセン（下一色） 14：00～14：20
■５月24日（水）
一色防災会館　　　　9：30～　9：55
下原区集会所　　　　10：20～10：40
須走支所　　　　　　11：00～11：30
大御神コミセン　　　13：00～13：20
中日向公民館　　　　13：30～13：50
上野公民館　　　　　14：00～14：20
役場地下駐車場　　　14：40～15：00
持ち物　注射料金（3,400円）、受

付票（はがき）、愛犬手帳
※会場には犬を保定できる人が来
てください

問合せ　くらし安全課
　　　　☎76－6130

自動車税・軽自動車税の納付
税務課

　平成29年度の自動車税・軽自動
車税の納期限は、５月31日（水）で
す。最寄りの金融機関、ゆうちょ
銀行（郵便局）またはコンビニで
納付をお願いします。
　平成28年度から軽自動車税の税
率が変わりました。納税通知書の
裏面、または同封のチラシで税額
をご確認ください。
★納付できるコンビニは、納税書
の裏面をご覧ください
★コンビニでの納付は、５月31日
までです。納期限を過ぎたり、
金額を訂正したりした納付書は、
コンビニで納付することができ
ませんのでご注意ください
★自動車税のみペイジー対応のＡ
ＴＭ、クレジットカード、イン
ターネットバンキング、モバイル
バンキングから納付が可能です
問合せ
〈自動車税〉沼津財務事務所
　自動車税課　☎055－920－2019
〈軽自動車税〉税務課
　　　　　　　☎76－6102

工業統計調査を行います
町長戦略課

　経済産業省では、工業統計調査
を平成29年６月１日を基準日に実
施します。この調査は製造業を営
む事業所を対象に１年間の生産活
動に伴う製造品の出荷額、原材料
使用額などを調査し、製造業の実
態を明らかにすることを目的とし
ています。調査をお願いする事業
所には５月中旬から６月にかけて、
調査員が調査票を持って伺うか、国
から直接郵送されるので回答をお
願いします。提出された調査票は
統計法に基づき、秘密は厳守され
るため、正確な記入をお願いします。
問合せ　町長戦略課　☎76－6135

行政相談
くらし安全課

と　き　５月12日（金）
　　　　相談員　滝口　正さん
と　き　５月26日（金）
　　　　相談員　牧野　京子さん
ところ　役場１階　総合相談室
　　　　※いずれも13：00～16：00
問合せ　くらし安全課
　　　　☎76－6130

無料法律相談
社会福祉協議会

と　き　６月28日（水）
　　　　13：00～15：00
ところ　健康福祉会館社協相談室
相談員　弁護士による法律相談
定　員　３人　※相談無料
予　約　５月10日（水）から
問合せ　社会福祉協議会
　　　　☎76－9906

ねんきん相談
住民福祉課

と　き　６月15日（木）
　　　　10：30～14：00
ところ　役場１階　総合相談室
相談員　沼津年金事務所職員
予　約　５月31日（水）まで
定　員　６人（要予約）
問合せ　住民福祉課　☎76－6101

相 談

相 談

相 談

　町では「マイナンバー（個人番号）
カード」を申請した人に交付案内を
送付しています。マイナンバーカー
ドの受け取りには予約が必要です。
交付案内通知が届いた人は、住民福
祉課まで事前予約の電話をお願いし
ます。

問合せ　住民福祉課　☎76－6101

マイナンバーカードの
受け取りについて

案 内 案 内

平成29年4月1日現在（　）内は前月比

地区別の人口

成美　3,827人　　北郷　　5,727人
明倫　2,920人　　須走　　4,464人
足柄　1,995人　　計　　18,933人

小山町の人口（外国人住民を含む）

　１８，９３３人　（－181）
　　男　9,763人 （－136）
　　女　9,170人 （－45）
世帯数　７，485世帯 （－103）

案 内
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　来月（６月）に誕生日を迎える３歳までのお子さん
の笑顔の写真を５月15日まで募集します。（応募者
多数の場合は選考）住所、氏名、連絡先、お子さ
んの名前・生年月日と笑顔の写真を、メールまたは
郵送してください。

写真
大募集！

問合せ　町長戦略課　☎７６－６１３５
<E-mail> chiiki@fuji-oyama.jp
　　　　　件名「広報おやま６月号おたんじょうび」
<郵送>　　〒410-1395（住所不要）

田之倉優裕ちゃん（雲雀ヶ丘） 千葉　莉央ちゃん（落合） 梶　楓華ちゃん（用沢）
まさひろ り　お ふうか

若林　咲ちゃん（宿）
さく

髙木　沙耶ちゃん（向方） 天野　愛紀ちゃん（大御神）
さ　や あ　き

　平成29年度の小山町役場新規採用職員です。総勢
23人！精鋭ぞろいです！　これからおやまのために、
いきいきしっかりと働きます！　おやまの皆さん、

どうぞ、よろしくお願いします！
（3月30日撮影　役場本庁４階）

今月の
こんな
いちまい

5月18
日平成2

7年

生まれ
5月7日
平成2

8年

生まれ

5月11日
平成2

8年

生まれ

5月25
日平成2

7年

生まれ

☎
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│
6
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3
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5月17
日平成2

8年

生まれ
5月26

日平成2
7年

生まれ

▲町内中学校で開催した自転車教室の様子
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